
七
月
六
日
（
水
）
は
水
泳
授
業
参
観
で
し
た
。
子
供
た

「

七

月

十

四

日

」

は

、

鹿

児

島

県

民

が

鹿

児

島

ち
は
、
水
を
こ
わ
が
る
こ
と
も
な
く
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う

の

歴

史

や

文

化

な

ど

を

見

つ

め

直

し

、

ふ

る

さ

と

に
水
遊
び
や
水
泳
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

を

愛

す

る

心

を

育

む

こ

と

に

よ

っ

て

、

自

信

と

誇

今
年
度
は
、
夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
プ
ー
ル
開
放
も
行
わ
れ

り

に

あ

ふ

れ

る

、

よ

り

豊

か

な

鹿

児

島

を

築

き

上

る
と
い
う
こ
と
で
、
更
に
泳
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
そ

げ

る

こ

と

を

期

す

る

日

で

す

。

鹿

児

島

県

で

は

、

暑
い
夏
を
安
全
で
楽
し
く

う
で
す
。
ま
た
、
同
日
の
学
校
保
健
委
員
会
で
学
ん
だ
心

明

治

百

五

十

周

年

を

記

念

し

、

平

成

三

十

年

十

二

校

長

川

邊

浩

幸

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
熱
中
症
の
症
状
が

月

に

七

月

十

四

日

を

「

県

民

の

日

」

と

制

定

し

て

見
ら
れ
た
と
き
の
処
置
等
、
万
一
の
時
に
は
、
迅
速
な
通

い

ま

す

。

な

ぜ

七

月

十

四

日

な

の

か

と

い

う

と

、

梅
雨
が
短
く
、
体
が
慣
れ
ず
に
心
の
準
備
も
な
い
ま
ま

報
と
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

明
治
四
年
の
廃

藩
置
県

布
告
日(

同
日
）
が
鹿
児
島
県
の
誕

に
強
い
日
差
し
を
浴
び
て
い
る
猛
暑
の
毎
日
、
全
国
的
に

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
四
十
二
日

生

し

た

日

で

あ

る

こ

と

に

由

来

し

て

い

る

か

ら

だ

そ

う

で

は
四
十
度
を
超
え
る
県
が
続
出
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
間
の
長
い
夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
熱
中
症

す
。

本
校
で
は
毎
朝
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
暑
さ
指
数
）
や
感
染
症
に
気
を
付
け
、
水
難
事
故
や
交
通
事
故
に
遇

そ

こ

で

本

校

で

は

、

六

月

か

ら

県

か

ら

の

周

知

ポ

ス

タ

を
確
認
し
て
、
職
員
室
の
ボ
ー
ド
に
示
し
て
い
ま
す
。
「
先

う
こ
と
な
く
、
御
家
族
や
地
域
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
ー

を

掲

示

し

、

六

月

二

十

九

日

の

全

校

朝

会

で

は

、

校

長

生
、
今
日
は
外
で
遊
ん
で
い
い
で
す
か
。
」
と
尋
ね
て
く
る

せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

先

生

が

リ

モ

ー

ト

で

子

供

た

ち

に

「

県

民

の

日

」

に

つ

い

低
学
年
の
子
供
た
ち
に
、
「
今
日
は
暑
い
か
ら
、
校
舎
内
で

て
の
話
を
行
い
ま
し
た
。

過
ご
そ
う
ね
。
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多

〈
熱
中
症
の
初
期
症
状
と
そ
の
対
応
〉
（
参
考
）

ま

ず

、

鹿

児

島

県

の

名

所

や

伝

統

工

芸

品

、

特

産

品

等

く
て
心
苦
し
く
思
い
ま
す
。

初
期
症
状
…

め
ま
い
・
立
ち
眩
み
、
発
汗
異
常
、

が

集

約

さ

れ

た

映

像

を

鑑

賞

し

ま

し

た

。

ま

だ

行

っ

た

こ

学
校
で
は
、
熱
中
症
か
ら
子
供
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
、
手
足
の

と

の

な

い

素

晴

ら

し

い

県

内

各

地

の

様

子

に

、

子

供

た

ち

優
先
と
し
、
校
庭
で
の
朝
の
体
力
づ
く
り
を
当
面
中
止

し
び
れ
、
不
快
感
（
頭
痛
や
吐
き

は

興

味

深

そ

う

に

じ

っ

と

映

像

に

見

入

っ

て

い

ま

し

た

。

し
、
体
育
は
体
育
館
か
プ
ー
ル
で
行
い
、
昼
休
み
も
校
舎

気
、
疲
労
感
等
）

さ

ら

に

、

校

長

先

生

か

ら

鹿

児

島

に

ち

な

ん

だ

幾

つ

か

の

内
か
体
育
館
で
過
ご
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
か

対

応
…

涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、
体
（
首

ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

ら
は
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
も
追
込
み

の
前
面
の
両
脇
、
わ
き
の
下
、
太
も

Ｑ

鹿
児
島
の
夏
に
食
べ
る
と
美
味
し
い
、
全
国
的

に
入
っ
た
三
～
六
年
生
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

も
の
付
け
根
の
前
面
等
）
を
冷
や

に
も
有
名
な
か
き
氷
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
。

す
。

し
な
が
ら
水
分
補
給
を
行
わ
せ

Ａ
①
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー

②
チ
ー
タ
ー

③
白
熊

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
中
以

る
。
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
、
病

と

い

っ

た

も

の

で

す

。

子

供

た

ち

は

、

元

気

い

っ

ぱ

い

に

外
、
歩
い
て
登
下
校
す
る
時
は
マ
ス
ク
を
し
な
い
。
」
「
校

院
へ
運
ぶ
。

テ
レ
ビ
画
面
に
向
か
っ
て
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

庭
や
プ
ー
ル
な
ど
屋
外
で
活
動
を
す
る
時
、
体
育
館
な
ど

か

け

が

え

の

な

い

ふ

る

さ

と

「

鹿

児

島

」

で

生

ま

れ

、

屋
内
で
あ
っ
て
も
運
動
す
る
時
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
身

町
図
画
作
品
展
で
特
選
十
三
名
、
入
選
十
名
の
入
賞

こ

れ

か

ら

も

こ

の

地

で

育

っ

て

い

く

子

供

た

ち

に

、

も

っ

体
的
距
離
が
と
れ
る
時
は
マ
ス
ク
を
外
す
。
」
よ
う
に
し

が

あ

り

ま

し

た

。

特

選

の

中

で

二

名

の

作

品

が

県

審

と

鹿

児

島

を

好

き

に

な

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

、

ま

た

よ

り

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
徐
々
に
拡

査
に
あ
が
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
！

素

晴

ら

し

い

鹿

児

島

を

築

こ

う

と

す

る

気

持

ち

を

も

っ

て

大
し
て
き
て
い
ま
す
。
感
染
症
防
止
対
策
に
も
十
分
配
慮

（
特
選
）
二
年

赤
瀬
川

想
太

県
審
査
へ

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
、
強
く
思
う
こ
と
で
し
た
。

し
な
が
ら
、
熱
中
症
防
止
対
策
も
徹
底
し
て
い
く
こ
と
に

五
年

中
﨑

虹
心

県
審
査
へ

な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
生
活
場
面
の
状
況
に
応
じ
て

一
年

赤
瀬
川

大
貴
・
二
年

大
久
保

宙
海

マ
ス
ク
の
着
脱
を
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ

二
年

長
田

然

・
二
年

前
田

愛
音

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
周
り
の
大
人
が
積
極
的
に
マ
ス
ク
を

三
年

上
妻

恵
実

・
三
年

塚
田

虎
侍
郎

外
し
て
見
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
帽
子
着
用

四
年

盛
田

大
智

・
五
年

都

紗
耶
花

や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
も
含
め
、
御
家
庭
や
地
域
で
も
指

五
年

峯
下

風
歌

・
六
年

小
谷

幹
太

導
や
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

六
年

牧
瀬

藤
丸

以
上
、
特
選

７月号

みんな，分か

るかな？

7/14は県民の日

町図画作品展

☆ 中種子町立増田小学校 学校便り 令和４年７月２９日（金）発行 ☆



保健目標「夏を元気に過ごそう」

・規則正しい生活をしよう。

・むし歯の治療をすませよう。

生活目標 「夏休みを楽しく過ごそう」

・規則正しい生活しよう。

・病気やむし歯の治療をしよう。

・地域の行事には進んで参加しよう。

歯科指導 ７／13・１4
「むし歯にならないように，糸ようじと歯ブラシで

しっかりと対策をしたいです。」という感想を発表し

たのは４年生。全学年の児童を対象に，歯科衛生指

導を行いました。ＤＶＤで歯のどんなところに汚れ

がたまりやすいのかを学習した後，染め出し液で自

分の歯の汚れを確認しました。「ちゃんと磨いたの

に。」と，赤く染まった部分をタブレットで見ながら，

正しい歯磨きの練習。

日頃から予防をしっ

かりし，むし歯にな

らないよう，また，

治療後は再罹患がな

いようにしましょう。

大阪市在住で，毎年運動会に合

わせて子供たちに文具を贈ってくださる上妻 國男

様から，「暑い夏を乗り切って頑張ってください。」

と，桃をいただきました。子供たちも職員も立派な

桃を手に，感謝の気持ちで

いっぱいです。家に持ち帰

り，美味しくいただきまし

た。有難うございました。

☆ 中種子町立増田小学校 学校便り 令和４年７月２９日（金）発行 ☆

今年も時間を短縮し，水泳授業参観を行いました。快晴

の中でも暑さに負けず，子供たちは６月からの学習の成果

を存分に発揮していました。水に顔をつけることができる

ようになった１年生，２５ｍを泳ぎ切ることができるよう

になった３年生，背泳ぎに挑戦した６年生など，どの子も

成長した姿を堂々と発表できました。大きな拍手をもら

い，嬉しさと

自信を感じ

られた様子

でした。

がんばったね 水泳授業参観 7/6

愛

の

愛のパトロール 7/20 8/6

「愛のパトロール」では，校区長さんや増田

小関係者，中・高地域担当者の方で，校区内に

ある，ため池などの危険箇所を点検しました。

校区水難事故防止対策連絡会 7/15

７月１５日に校区水難事故防止対策連絡会を開き，
遊泳禁止場所，危険箇所，巡回指導計画等について

確認しました。中種子町では，熊野海水浴場のみ大

人同伴での遊泳が許可されています。その他の遊泳

禁止区域では絶対に泳がないという指導を徹底して

ください。毎日の各地域の巡回でお世話になります

が，よろしくお願いします。

尚，新型コロナ感染拡大により，７月実施で計画

されていた学校プール開放は，中止となりました。

心肺蘇生法講習会 7/6
（第1回学校保健委員会にて）

夏休みの水難事故防止の巡回指導に備えて，中

種子分遣所の方を講師に迎え，ＡＥＤの使い方と，

心肺蘇生法の実技訓練を実施しました。いざとい

う時のために，保護者の皆さんや職員が，真剣に取

り組んでいらっしゃいました。

「１年に１回の講習ですが，海やプールで子

供たちの命を守る大切な訓練ですね。」という

多数の声がありました。増田小のＡＥＤは，

職員室前廊下と体育館入口の外壁に設置して

あります。皆さん，御承知おきください。

水難事故防止運動強調期間に向けて
7/21～ 8/31

【８月行事予定】

１日（月）出校日

６日(土）愛のパトロール

１２～１５日 学校閉庁日

１９日（金）出校日

２８日（日）第２回ＰＴＡ愛校作業（全集落）

【９月行事予定】

１日（木）始業式

１～６日 ＰＴＡ交通安全指導

７日（水）第３回運営委員会・PTA専門部会

１０日(土） 土曜授業

１３～１４日 集金日

２５日（日）秋季大運動会

２７～１０／４ 家庭学習がんばり週間
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